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2009年11月26日(木)か ら28日(土)ま で の3日 間 に
わ た って、 名 古 屋 国 際会 議 場 に お い て、 第23回 日本 エ イ
ズ学 会 学 術 集 会 ・総 会 を 開催 しま した。 基 礎 研 究 、 臨床
研 究 、 看護 研 究 、 社 会 医学 研 究 の各 領 域 の研 究 者 、 そ し
て 啓 発 活 動 を 行 って い るNGO/NPO団 体 が 一 同 に集 ま
り、 わ が国 のHIV感 染 症 の対 策 につ いて 、 「HIV/AIDS:
そ の予 防 と ケアへ の協 働 一パ ー トナ ー シ ップ、 ネ ッ トワー
ク、 コ ミュニ テ ィ」 の テ ー マ で、 研 究 や活 動 の発 表 を行
い ま した。
1.本 学会総 会のね らい
わが国では、平成20(2008)年 の未発症HIV感 染者
とエイズ患者の報告数が合わせて1557件 と過去最高とな
り、HIV感 染者、 エイズ患者 ともに増加が続いていま











HIVは それ らの啓発活動や検査 ・医療対策が届 きに く





とか ら、今なお脆弱なHIV感 染対策の中にあり、 その
ためHIV感 染の リスクが高い環境にあるといえます。
HIV感 染症に対 して取 り組むべきことは、早期検査 ・
早期治療 ・治療継続の支援、そ して相談や福祉面での支
援であり、 これらの体制をHIV感 染対策が脆弱な人々
に向けて行 っていく社会的取 り組みが、 これらの人々や
HIV陽 性者への偏見 ・差別を低減 し、またHIV感 染の
予 防 に も貢 献 す る こ とに な る と考 え ま す。 この た め、 地
域(コ ミュ ニテ ィ)で 、様 々 な関 係機 関 が パ ー トナ ー シッ
プ を連 携(ネ ッ トワー ク)し 、 そ の専 門性 を有 効 に 発揮
して い くこ と は、HIVと い う ウ イ ル ス との 長 期 に わ た
る戦 略 と して重 要 と考 え ま す。
この よ うな こ とか ら本 学 会 総 会 で は、"HIV/AIDS:
そ の予 防 とケ アへ の協 働 －パ ー トナ ー シ ップ、 ネ ッ トワー
ク、 コ ミュニ テ ィ－"を テー マ に しま した。 この学 会 で、
基 礎 研 究、 臨床 研 究、 社 会 医学 の各 領域 の研 究者 の パ ー
トナ ー シ ップ とネ ッ トワー クを推 進 し、 ま た地 域 社 会 に
お け る様 々 な 関係 機 関 の パ ー トナ ー シ ップ とネ ッ トワー
クを 推 進 す る こ とで 、HIV/エ イ ズ の 研 究 を 促 進 し、
地 域 の 人 々 へ のHIV/エ イ ズ の 啓 発 普 及 の 機 会 にす る











図1学 会の広報－展示会場の案内(公 式ガイ ドから)
口 頭 発表 の セ ッ シ ョンを設 けた こ と、 基 礎 ・臨床 ・社 会
の若 手 研 究 者 が領 域 を超 え た シ ンポ ジ ウム を 企 画 した こ
と、 そ して 北 海 道 か ら沖 縄 ま で のNGO/NPOの 活 動 報
告 の 展 示 、 財 ・エ イ ズ予 防 財 団 、JICA中 部 、 日本 赤 十
字 、 熊 本 大 学 な どの展 示 、 関連 企 業 の展 示 と共 に、 シ ン
ポ ジ ウム や ワー ク シ ョップ が で き る ラ ウ ン ジセ ッ シ ョン
コー ナー を設 けた展 示会 場 を企 画 した こ とで あ る(図1)。
ま た学 会 の運 営 に 関 わ る点 で は あ るが、 受 付 、 案 内、 会
場 照 明 な ど の係 りは、NGO/NPOや 大 学 生 の ボ ラ ンテ ィ
ア 参 加 を募 集 し、100人 を超 え る応 募 者 に よ って 運 営 さ
れ た こ と も特 記 す る と ころ と考 え る。
学 会 主 催 プ ロ グ ラム の主 な もの を以 下 に紹 介 す る。
1)海 外 か らの招聘 講 演
・基 調 講 演:
(1)Julio　 Montaner博 士(President　 of　Interna-
tional　 AIDS　 Society)
"S
eek　 and　 treat　 for　optimal　 prevention　 of　
HIV/AIDS(STOP　 HIV/AIDS)"




・特 別 シ ンポ ジ ウム:
"MSM(M
en　who　 have　 sex　 with　 men)Net-
works　 in　Asia"
(1)Jeffrey　 Grierson博 士(La　 Trobe　
University,Melbourne,Australia)
「ゲ イ 向 け 商 業 施 設 で の 性 的 社 会 的 ネ ッ ト ワ ー ク
と 介 入 ・支 援 」
(2)Kyung-Hee　 Choi博 士(CAPS,University　 of　
California,USA)
「中 国 に お け るMSMの ネ ッ ト ワ ー ク を 活 用 し
た 予 防 介 入 」
(3)Shui　 Shan　 Lee博 士(The　 Chinese　
University　 of　 Hong　 Kong,Shatin,Hong　
Kong)
「MSMの 関 係 性:香 港 に お け るHIV陽 性 者 の ネ ッ
ト ワ ー ク調 査 」
・特 別 講 演:
(1)加 藤 友 朗 博 士(コ ロ ン ビ ア 大 学,USA)
「HIV陽 性 患 者 の 肝 移 植 － 米 国 に お け る 現 状 と





prevention　 tasks　 in　 the　 field　 of　 HIV/AIDS
The　 German　 experience　 and　 the　 Competence　
Network　 for　 HIV/AIDS"
2)シ ンポ ジ ウム
・基 礎 領 域
(1)エ イ ズ発 症 の危 険 因子 と して の微 生 物 間相 互 作
用(4題)
(2)こ れ か ら の抗HIV薬 研 究 の 進 む べ き方 向(4
題)
(3)HIV細 胞 侵 入 とそ の 防 御 機 序(4題)
・臨床 領 域
(1)HIV-1感 染 と悪 性 腫 瘍(5題)
(2)HIV母 子 感 染 予 防 対 策 の 成 果 ・そ して 課 題
(6題)
(3)HAARTに お け る新 た な展 開 －慢 性 疾 患 と して
のHIV/AIDS(共 催)(6題)
・社 会 領 域
(1)ニ ュー グ ロー バ ル ウ ェー ブ と 日本(4題)
(2)HIVは 本 当 に 慢 性 疾 患 に な っ た の か?～ 長 期
療 養 時代 の 陽性 者 支 援 の課 題(6題)
(3)わ が 国 に お け るHIV検 査 戦 略(4題)
(4)HIV感 染 対 策 に お け る パ ー トナ ー シ ップ － 自
治 体 とNGOの 協 働(4題)
・看 護 領 域
(1)パ ー トナ ー シ ップ構 築 の た め の面 接 ス キ ル(2
題)
(2)HIV看 護 の 「専 門 性 」 に つ い て考 え る2－ そ
の一 歩 を踏 み込 む こ と と看 護 を め ぐ るネ ッ トワー
クの活 用(4題)
(3)看 護 師 の た め の ケ ー ス カ ン フ ァ レ ンス(2題)
・若 手 研 究 者 企 画 シ ンポ ジ ウム
(1)基 礎 ・臨床 コ ラボ:基 礎 研 究 － 臨床 研 究 間 の新
た な接 点 を探 る(6題)
(2)臨 床 ・社 会 コ ラボ:MSM社 会 との イ ンター
フ ェイ ス － 臨床 ・検 査 ・社 会 の協 働(3題 、 写 真
2)
上 記 の 企 画 の ほか、 厚 生 労 働 省 エ イ ズ対 策 研 究事 業
研 究班 の研 究成 果発 表会 や 関係 企 業 に よ るサ テ ライ ト
シ ンポ ジウ ム(10テ ー マ)、 共催 シ ンポ ジ ウム(2テ ー
マ)、 ラ ンチ ョ ンセ ミナ ー(8テ ー マ)、 イ ブ ニ ン グ
セ ミナ ー(2テ ー マ)、 そ して 展 示 会 場 ラ ウ ン ジセ ッ
シ ョン(7テ ー マ)が 企 画 され た。
写真2臨 床 ・社会コラボシンポ




よるHIV感 染者、AIDS患 者が多 く、15-24歳 の若者で
はHIV感 染者の80%が 男性同性間感染であ り、増加





啓発の機会 とすることに した。第一部では 「なぜ同性
愛 と性同一性障害は混同されるのか」(風 間孝講師、
中 京 大 学 国 際教 養 学 部)、 「ゲ イ男 性 の 生 育 歴 とHIV
感 染 リス ク行 動 」(日 高 庸 晴講 師 、 関西 看 護 医 療 大 学
看 護 学 部)の 講 演 、 第 二 部 で は、 「学 校 の なか の セ ク
シ ュァ ル ・マ イ ノ リテ ィ」 を テ ー マ に、20歳 代 の 同性
愛 者 とパ ンセ ク シ ュア ル のパ ネ リス ト4名 に よ る トー
クセ ッ シ ョン(フ ァ シ リテ ー ター塩 野 徳 史 、 財 エ イ ズ
予 防 財 団/名 古 屋 市立 大学 大 学 院看 護学 研 究科)を 行 っ
た 。(※ パ ンセ ク シ ュ ア ル と は、 異 性 ・同 性 な ど に か
か わ らず、 すべ て の人 を性 愛 の対 象 とす るア イデ ンテ ィ
テ ィ)
4)展 示 会 場
展 示 会 場 で は 、 関 連 企 業 、NGO/NPO、 行 政 の展
示 ブー ス を用 意 し、 会 場 の一 部 を ラ ウ ン ジセ ッ シ ョン
コー ナ ー と して公 開性 の サ テ ライ トシ ンポ ジ ウム、 セ
ミナ ー 、NGO/NPO活 動 報 告 な ど の 発 表 を 行 っ た
(図3)。 この展 示 会 場 は、2日 目に行 った市 民 公 開講
演 会 「若 者 の性 の多 様 性 －若 年 層 のHIV感 染 の課 題 」




3.学 会 を終 えて
日本エイズ学会の特徴のひとつは、HIVに 関する基
礎研究、HIV感 染症 の医療に関する臨床研究、そ して








れで、HIV陽 性者の治療 と生活に関連 したプログラム
が目立 ったことである。 また、HIV陽 性者がそれぞれ
のプログラムに登壇 して発表 し、 フロアからも討議に参
加 している。 この学会の大 きな変化で もある。 これは
HIV陽 性者の人たちが学会参加で きるようにスカラー
シップ制度をHIV陽 性者の団体 と支援団体が設 けてき
たことが大きく貢献 している。今回の学会総会事務局は、
HIV陽 性者 の参加が一人で も多 くなればと、35人 のHI
V陽 性者の学会参加費を無料とした。
最近、アジア地域やアフリカ地域における男性同性間
のHIV感 染の状況が明 らかになり、感染率が高 いこと
がわかってきた。今回の学会では、 このような状況を受
けて、アジアのMSM(男 性 と性行為をする男性)の ネッ
トワークについて討議するために海外の研究者を招聰 し
た。 シンポジス トのキ ョンヒー ・チ ョイ博士は1996年 か
ら共同研究をしてきた友人であり、中国のMSMに おけ
るHIV感 染率を明 らかに した最初の人である。 アジア














HIV陽 性者への偏見 ・差別を低減 し、 さらにはHIV感
染の予防啓発にも貢献 していくことと考える。




ために協働 していくことが今後 も必要 と考える。
2009年 は5月 から新型インフルエンザの世界的流行が
発生 し、学会日程の11月 末には大流行 となるのではと心




























究科 ・教授)、内海眞先生(国 立病院機構東名古屋病院 ・
院長)、 濱口元洋先生(元 国立病院機構名古屋医療セン
ター ・部長)、 杉浦亙先生(国 立病院機構名古屋医療セ





作成にあたりご協力を賜 りま した。そ して、名古屋市立
大学看護学部感染疫学研究室のコーナ ・ジェーンさん、
新 ヶ江章友 さん、塩野徳史さん、高久道子 さん、平川順
子 さん、福山由美さんには2年 間の準備 と学会運営に多
くの時間を割いていただきま した。 ここに皆様に深 く感
謝申 し上げます。
